



















































この神楽の起源は記録等が残されていないのではっきりしないが、文禄 4 年（1595 年）の



























































聞き、1987 年と 1997 年の二回にわたり、ラマ僧の舞を調査するために出向いたことがある。
ブータン国では、ラマ僧の行為（日本人の私が見れば、どう見ても華麗に舞いかつ踊ってい
るようにしか見えないのだが、）を、ダンスとはいわず、チャムといい、一般庶民の踊るお
どりとははっきり区別している。ラマ僧のチャム（舞い）は、祭り（チェチュ）の儀式、チ
ベット密教の儀式なのである。一般庶民のおどりは、終了後に拍手が起こるのだが、ラマ僧
のチャムの終了時には、うやうやしくこうべを下げられても、拍手は起こらない。祭りの内
容は、日本の神楽が、日本神話の神々の舞いであることと類似して、ブータンでは、チベッ
ト密教の神々と仏達が、「舞い踊る」のである。日本の神楽と同じように仮面をつけ、動作
も非常に類似していて、回旋のみごとさ、ジャンプ力の素晴らしさを見せつけられる。神楽
が狂言を舞いと舞いの間に挟むのと同じように、人々を笑わせるドラマがブータンのチェチ
ュ（祭り）のラマ僧の演じるチャム（舞い）とチャムの間に差し挟まれることも、似ている
形態なので驚かされた。そして山伏神楽の三番叟に見える、最大限に「そる」（上半身を限
界まで後屈する）動きが、ブータン国チェチュのドクロ（墓場の守り神）のチャムにも見ら
れるのである。ブータンのラマ僧のチャム（舞い）は、標高 2000 メイトルを越す高地での
出来事であった。
舞い終わった人々は、楽屋（出入り口を黄色いカーテンで飾られた寺院）入り口で、待ち
構えている人に、抱きかかえられるようにして中へと導きいれられていた。その行為から得
られるものは何であろうか？
伝統ある民俗舞踊を正課授業、課外授業で体験した学生からは、概ね「心と身体を浄化す
る」ものとの評価が寄せられている。その中でも、難しく、激しく身体を使う「黒川さんさ
踊り」と「山伏神楽」は、より高みへと体験、習熟するものを運んでくれる。現在の進歩し
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た科学をもってしても解明できないことがらも、体験、習熟するものへもたらしてくれる。
外見上も内面に与える影響からも、まさに、「動く曼荼羅」ではなかろうかとつねづね考え
ているので、今回の発表をさせていただいた。
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